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インドの第 5次総選挙について
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67年の第4次総選挙以来つづいてきたインドの

政情不安は，的年11月に与党の！'.fl畏会藩派が分裂

したことによ－＇ていず》そろ探刻となぺ t:.o インデ

ィラ・ガンディ一首相の政府が昨年末に連邦下院

の解散ど第5；失総理正予のくり！二げ実施にふみ切っ

たのは三の主勺な背畏のもとtとおいてである。し

たがって，第5次総選挙の第 1の問題は， 安定し

た中央政府が戒立しろるか否かにあ η た。総選挙

のくり Eげ実施の官買につ1ハてここで詳細にのベ

る余裕はないが，政府をしてそれを決意させたき

っかけのひとつが， 旧藩王領主たちへの内信金支

給を停止するとともにかれらの諸特権を廃止する

ことを定めた 9月6日の大統領令を 12月15日に最

高裁判所が違憲としえことにあったと考えられる

ことは指摘してよし、であろう。閣議が解散を決定

したのは27日であり， 与党のビッグ・ファイヴと

称される 5人の中心閣僚が構成する内問政治問題

委員会がそれを決定したとみられるのがこれに先

立つ24日である。

下院選挙は， 18の外！と九つの連邦直轄領のすべ

てにおL、て：i.rJ 1 Hがら 10日｝こかけて行なわれ，

10日にはじめ九れた開票の結果 17日仁は投票堅延期

吋山 刊口
L、t,

博

の3議席をのぞく 515議席の全部が線建した。ガ

ンディ一首和が新内閣の顔ぶれを発表したのは翌

18日のさとである。

今回の下院選挙と同時にオリッサ，タミル・ナ

ード，西ベンガルの 31-Mでは州議会選挙も行なわ

れた。とれはいずれもそれぞれの州における政情

不安によるものであるが， とくに西ベンガル州、｜に

おける選挙の掃すうが注口をあび， 同外！の政治の

安定いかんは今回の総選挙の第 2のポイントとな

った。

小論では，主としてこの下院選挙について，選挙

戦の特徴と選挙結果の一通りの分析をところみ，

最後に今後のインド政治の展望に簡単にふれる。

丹lL、ている資料は 3丹25日頃までのインドの各新

聞が主たるものである位）。

（注〕 これまで連邦下院の遼挙は常に 5年の任期の

満了；こ Lもな.，てむなわれてき7こc そのf：め，今回の

選挙は「中間選挙Jとよばれている。けれども下院選

挙と lて独江後第 5Ji，］月 ι勺ものであるか，・.， 二二では

第5次総選挙とよんでおく土とにしたい。

I 選挙戦の特徴

；？ νヨナ w ・ペティ

総選挙に参加した全国政党として， 与党会

議派〈汁 1），野党会議派 (I;2），ジャン・サン（民衆

連盟〉，スワタントラ党（自由党〕， PSP（人民社会党〉，

SSP （合同社会党）， CPI （インド共産党）， CPM Cマ

yレ苧ス仁逸インド共産党〉のお党があげられる。すで

に12月末の解散以前からこれら諸党の聞では来る
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べき選挙における協力の問題につL、て交渉がはじ

め円れてL、fこO この上ろな動きは 1月にいたって

T頁，，＇；（に j主し、 その結果喝 一方に野党会議派， ンヤ

ン・サン，スワタントラ， SSPの4党からなる

「大連企」が誕生し、他方に与党会議派と CPI

U）暗黙の協力関係が生まれ，与党会議派と PSPt. 

接i£i:した。 8大政党のなかでは CPMがこのどh

らの方向にも参加せず， 事実上孤立の立場に立，3

fこにl 「大連行」のための交渉は， 1 JJ :lf:Hこ野党

会議派， ジ γン・サン， SSPの3党の問で下院選

挙における議席協定を目指すことにザ山、ての介君：

がなさh, ついで［r,18 l:l iこスワタントうがこれJへ

の参加を決定することによって一応の成果に達し

+-J」。

各党は， この主うな二つ0')党派ーァ口、ソケの出現

どCPl¥Tの孤一色とがあきらかにな J Fた段［管で，

)i 18日のジャン・ゅよ／を皮切りに， ）ぎつぎに選挙

湘領を発去した（手 3）υ

その要点を｜大連合J但I］カ‘らみてゆくと、 ジャ

ン・サ；／は， 与党会議i恨のインヂィ 7・ゲンデイ

一政権がその地位川安定のために共産主義者や宗

派主義者にたょっ －c,, 、ること全攻！学し，「与党会議

i「え（、PT, 1円i教徒連盟の；1fiゐからふるこの非神聖！

同盟」しつ打開をよびかけて＼ ＇る。 1,IJ党は「rb民の

財産権！の擁護をうたい， 土｝也保有限度のづiFif 

に反対を表明している。 つぎに日守党会議派は， t今

T 

党会議派政権のもとでインドにたいするソ連の

内政干渉が増大し fンドの主権も危険にさらされ

ているとみているc 同党はジャン・サンどこ t:.t;r_ 

り 「社会主義的jな社会の創造を日指している。

会主に J 川、ては，「以前かんの公約lこそゥた H也改

本のプロケ、ラムjの即時実行を主張すみ一方で，技

術革新、 議if）！；施設拡充、井戸の｝曽設，肥料などの

供給増大な竺「立空間発のための戦略j

16 

をややく

わしくの dくてL、るc 土地保有限度についての言及

はない。また， 憲法擁護の手段としての「iu泣J権

独立j の重要性の強調がみられるが， これは財産

権の問題を念頭におし、てのことと思われる。 スワ

タントラは， 与党会議派政府が憲法を尊重してい

ないとしてその「神聖jを主張し， また政府が外

｜瓦への忠誠をし、だいている共産主義者の助力をえ

ているとして非難している。農業に関しては，「農

民による所flと家族による耕作j を主張する一方

で土地改革ものべられている。

はやはり言及されてν、なし、。

保有限度に J 内、て

これらの f大連合j諸党に対し， 一与党会議派の

認領は，「既成諸権益の支持をうけたシンディケー

ト（野党会議派〉， ジャン・サン， スワタントラ党か

ぶなる反動連合が， 会議派（与党会議派）の進歩的

諸政策とたたかうという目的のみをもって誕生し

た…。，．反動諸勢力の連合によって， われわれは独

立以後の歴史におけるもっとも決定的なたたかい

に度面してし、るj と非難している。同時にJ極左

努力jの暴力をも非難し， これら［極左， 極右両

農業iこ関喫のイデオロギ－Jの脅威を強調する。

しては，［これまでグリーン・レボルーションは准

翫地域に限定されている」として技術革新をすす

める必要が強調され， そのための土地改革の必要

牲についてものべられている。 従来の同党の若干

の文献とととなって， 保有限度については言及さ

れていなU、。 銀行国有化の意義づけも農業の項に

おいてなされている。同党は「社会主義j を目指

すーとしてU、るカ入 私有財産制度を廃止する意図は

ないととが明記されている。 この 4月から第 3年

度にはいる第4次5カ年計画についてはなにもふ

ft,ムれていなL、。 憲法につし、ては， その政策を実

施するために必要とあらば改正を行なうことを主

iJ！｛し てL、る。
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選挙戦におL、て与党会議派と協力関係に立った

仁PIはその桐（立で「大連合jの背後にあるものが

l独占資本’蕊 i寄-=r.慎L 大地主iであると Lて

二れ企非難するとともに与党会議派内部にもこれ

と気脈をi吊ずる「ば到的、 反左現的要点；がある

としてL、る＂ l司時に， C'P¥Jが：＂＇， Ii ;f:i安 ti：＜.軸

（とくに野党会議派，ジヤン・ザン，スワケントうの1

党をさす）とよ－..t二カミい， ) ＇）ある与党会 .Zs.i派や｛也の語

党を三日）枢軸ぷ）諸党と同手1Ji%Jしてし、ると L非難

して L 、る。 1,;J党は選挙戦の目標を L~WI;;r, 勢力によ

る多数獲得におし、ているが、 そのなかにi二t1FW.：会

忌Vi~ （／〕ずく F仁〈ども大きな部分が λ、ぐま ht.， とみ

てよ

大rl厄な引F:fdと主張しているくii7与ミ：： JJfII存CT》Iが

CP¥Iとともに参力[Iしたケララおよυび：丙－ノ＼よ／／力守yレ

（吋J、l・Iにおl十るi充一単iti詰i女月7には－r;-；；えされ口、t;

L、。これにたいして，CP¥Irl: j大述（；－－Jも与党会

議Mもその i左誌は同じであず〉てと七に「独占資本

’京とI也主の支lieの5虫イヒを口ff（しているJとしてL、

るつ主主分野にたい寸る lei］党の政策l土、「長十干のあ

ムゆる封建的および、大地主の利益の完令除去、 ザ

ミーンダ－ 1＼.や他の対建的地主になお支払われる

べき補償の作引き， 大地主の工ステ【トの没収I,

余剰地J）分配， これらを前長どした員・ iiI，；；への

説助などを規定してし、る。 上記の抗ー戦線政府に

ついては l行J＇.、評価があたえ九れている 仁PTと

℃P¥1はともに憲法の大幅改正を主張してL、る c

このよう tn、%へ J コからも， 各党の政策に大き

な；涯がみられることが理解できる。五法問題への

温度もそのひとつであずにご，［大1主｛；－」派の各克が

憲法の不・1,J位性を主張するのにたいし， lj.党

if[°(, CPI, CP!VlはそのLY...::1どの必兵を強 Ji/,J-J・るっ

ただし与党会議iii~の与L合、 日体的提守こはふく支れ

てし、ない乙；；：業政策における差も非日に顕長で、あ

って，各党は，当面技術的変本に重点をおくか，

あ；J；主上の改革をjf；視するかによって対立するので

Jむ〉るの

r A：連合jの4党は 1Jj 16日から候補者の調整に

とりかかったが， これはしばしば非常に難航し，

いくつかのを要な選手！又においては完全に失敗し

たれ樫航の原肉I/）びとつに野党会議派内部におい

てジャン・サンやスワタントラとの連｛；－への反対

あるし、はためらいがみられたことがあげらjLる。

これは，分裂にし、たるまでの会議派がこの両党を

／七空，反動，ないしコミュナリストと規定してき

たためにこの両党と連合することは選挙におし、て

不刊を招くとの理由によるものであった。野党会

ぷV1＼の最有力な地盤であるグジャラートにおし、て

もこのため同党の有力者の多くが与党会議派に移

諾するという現象が起こったのグジャラートにお

ける貯党会議派の .1-¥i(高指導古そラルジー・テサイ

の七砂ν）1人であり野党会議派がにぎるグジャラ

ート州政府の閣僚の 1人で‘もあった人物が 1月11

~I iこりう巴会議派に移籍して同じスーラト（Surat）選

挙沢かんデサイに対抗して立候補することになっ

たりしたじ14＼結局におし、て「大連合jは選挙も

れ＼Jjfrとt[.)t三2月なかばまでに全国 518選挙沢

（し、ずれも 1人115(）中の 470にたし、して統一の｛！

能者を決定した (ii5）。それは共同の綱領として合

宣したものはもたず， 単なる選挙協定にすぎなか

ったが， 下院におし、て過半数をえた暁には共同し

て政府を樹立する意図のあることを表明してい

た。統一ーの候補者ーを決定しえなかった選挙医をふ

くめると， 4党の候補者数は野党会議派の 239名を

学r,Jiに台計 s,14r：であ －，tこ（第 l表参照），

'-j－：，党会議派はこれにたいして 442の選手二区から

｛反抗者を立てた。また CPIは8β選挙i三で立候補者

を：]J した。この両者のあいだで事実上の協定がな

z
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された選妻子・区の数は不明であるが， Hにふれるよ

うに仁PIの当選者のEE倒的多数は事実上、与党会議

派の支持をうけて当選したことがみとめられる。

とのふたつの連合勢力仁たいして， 全国政党の

なか？は孤立状態におかれた CPMは86名をj＇［侯

様させた。こうして，全国的にみた場合，有権者

にたいしては，f大連合j，与党会議派＝CPI連合，

CPMの三つのチョイスが提示されることにたっ

たのである（fr6）。ただし CPMは他の全国政党と

の協力関僻に立たないかぎりたとえその86名の候

補者が全員当選したとしても下院の過半数lこはほ

ど遠いから次期の政府を組織することはできな

い。したがって， 以上の二つのうちでは最初の二

つだけが次期政府の形成につながる可能性をもっ

選択となったのである。この意味で， 全国的iこみ

た場合，今回の選挙戦は主として「大連合j と

与党会議派＝CPI連合のあいだであらそわれるこ

とになったのである。 CPIはすでに69年11月以来

ケララ州で与党会議派と連合して CPMに対抗し

ているが，今回のように全国的な規摸の選挙にお

いて与党会議派と協力するのははじめてのことで

ある。これは同党の選挙親領にしめされているよ

うな立場に由来するものであるが， いずれにせよ

そのことは会議派の左右ノ、の分裂によってはじめ

て可能となったといえよう。さらに， f大連合Jの

結成とその与党会議派との対立という形にお付る

二つの選択の提示自体が， この会議派の分裂によ

って可能となったということもゆるされるであろ

フ。

これまては選挙戦における全国的な対立の接相

をの±てきたが， +H別にみるとこれにはがなりの

差異があり，大別して二つの形がみ九れる。

そ小第 1は， 全国的な特徴である i大連合j対

与党会議訴＝CPI連合の対立をそのま支その内容
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とするもので， アンドラ・プラデシ，アッサム，

どハー／レ， グジャラート，ハリヤナ，マッディア・

ブラデシ，マハーラーシトラ， マイソール，オリ

ッサ，パンジャーブ， ラージャースターン，ウッ

タル・プラヂシの各州やデリー連邦夜轄領がこれ

に蒸し，タミル・ナードもこれに近か。ただし「大

連合j諸党のなかでいずれが中心となったかは州

によってことなっている。また， これちの諸州tこ

はいくつかの地方政党があって， それだけa情勢を

複雑にしてヤるが，タミノいナードについては別に

ふれるとして，そのなかから重要なものとして

TPS （テレンガナ人民党〕，アカリ・ダール， BKD

（｛ ンド革命連盟）の三つをあげる必要がある。 TPS

はアンドラ・プラデシ西北部のテレンガナ地方を

地盤とするもので同地方が分離した独立の州とな

ることを主張している。アカリはバンジャーブに

おける「裕福なシーク農民jの利益を代表するも

ので位打，その綱領におU、ては農業tこもっとも大

きな比重がおかれ，同党が「グリーン・レボルー

ション」促進と農村における富の公平な分配を主

張することがのべられている。同時に工業の項に

おいては，同党が「各州における銀行預金高の70%

がその州の経済的更生のために投資されることを

目指してjたたかうことを規定してヤる。今回の

選挙において同党は与党会議派との聞で選挙協定

について話合いを行なったがこれは物分れとな

り位U，その結果同党はパンジャープの13選挙区

中の 12において立候補者を立てた。 BKDはウツ

タノレ・プラデシ西部に有力な政党で， 現在野党会

議派およびジャン・サンと連合して同州政府を組

織してし、るが，選挙におャては［大連合」からの

参加よびかけにもかかわらずこれには加入せず独

自の候補者を立てた。同党はウッタル・フrラデシ

の富農露であるグャートやヤダワの力一ストを代



1971040021.TIF

点してし、るといわれる（； 9）。

タそ，1, ・十一ドにおU、ても「大連合jと与党会

議事派側との対立が謀本であったが， 同州lでの特徴

i土後者日〕勢均，／）中心となったのが与党会議派自体

ではたく地）jH女覚口〕 ffvIKCドラヴfグ進か連盟〉

であったことである。 DMKは前回の67年選挙の

際には会議派に対抗したのであるが，今回は与党

会議侃に接近寸る態度をみせf士一その結果選挙協

としての「進歩戦線」が結成され，｜司州、｜の 39の

選挙区にたいしDMK24名，与党会議派9名，CPI

,j；名， [11］教徒連盟およびブオーヴード・ブロック

各1名の計39名を判当てた。

以上を第lの形とすれば， ケララおよび商ベン

ガ／レのど州は第2の市に！点する。 この 2チMにおし、

てl士，「大連作｜側ち；うミなりの候補者を立てたけれ

ども主要な対立は与党会議派を中心とする勢力と

CPM のあL、にになられた。ケララにおいてl土，

iiil HIの l＇.）の説席を与党会議派 7,CPI 3，地方政

党のケララ会議派3, 回教徒連盟2,RSP C革命

社会党〕二， l'SP1 ど割当て， J誌後I)説席にたヤ

して無所属 （T）候怖をおすことが取り f）とめんれた

(LE!O〕。これにたいして同州で 9議席をしめていた

CPMは11名を立て，他の 8選挙区においては無

所属候怖をおした。 方の商ベンガ／レでは， 与覧

会議派は CPIと暗黙の協力関係をむすんだほか，

地方政党のベンガノレ会議派とも数度にわたり選挙

協定をむすぶへく交渉をもったっこれは 1月2113

ピ最終的に失敗し， ごの特果ベンガノレ会議派は独

自に選挙にのぞむことになった。 CPMはこれに

fこし、して 38i'ill挙区？候補者をホて去の与党会議

ii：／の同川書配長は l)J2H{ iこ同党が他党と正式の

選挙協定をむすぶことなく選挙にのぞむことを発

六十るにあ7せず｝て CドM ぷ「国家のてi，要な敵！で

)', ＜，とのべて 1，＇る 011¥ J 山、で々がら， CPIと

CPMの立候補者の外15}Ij分布を比較すると，総数

はともに86名であるが， CPMの場合ケララと西

ベンガルの 2州で過半数の49名をしめているのに

ばし CPlの場合はヒマハールの17名が最高であって

との 2州の合計は18名にすぎなL、。

今回の下院選と同時に行なわれたオリッサ，タ

ヰル・十一 F, 西ベンカソレ 3,J+Iの州議会選挙では

それぞれの州における下院選の形がほぼそのまま

あらわれた。ただし，タミ yレ・ナードでは与党会議

派は DMKとの協定にもとづいて州議会選挙には

候補者を 1人も立てなかった。 l百ベンガノレのパー

ラーナガ／レ（Baranagar）選挙区では52年以来同区

から選出されている元統一戦線政府副首相のジョ

ーティー・メス（CPM）にたいし元同首相のアジ

ョイ・ムカージー（ベンガル会議派）が出馬して同

州における州議会選挙の焦点を形づくった位12〕。

ーのように選挙をめぐる政治情勢が外！によって

たきく 2分されるのに対応して，与党会議派の戦

術も，大多数の州においては「大連合Jを攻撃し，

ケPラと西ベンガルでは CPMを攻撃することに

斉点がおかれた。たとえば、 インディヲ・ Hンデ

ィー首相は 1月16日にグジャラート州アフメダノ〈

ード市で遊説の第 I声をあヴたが， 彼女はそのな

かで，与党会議派は反動的でコミュ十ルな諸勢力

の妨害にもかかわらず社会経済的な変革にむかつ

て努力するものであること， 同党はあたらしい革

命の灯火のにない手であることなどをのベ，人々

に独裁と資本主義の勢力とたたかうために協力

するよう訴えている（注目）。これはいうまでもなく

「大連合iにたレする攻撃である。彼女自身および

与党会構派の幹部たちによるこのような発言の例

は枚挙にいとまがない。与党会議派対「大連合」

の勝負におヤて有権者の不満はこのようにして前

者の方向にキャナライズされ， その優勢が確定し

19 
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ていったのである。

仙 l〕 Ruling Congressの訳滞。

(tt2〕 Opposition Congressの訳話。

（；、 3) Hemangini Mehta ed., Election Mani-

／口tos1971 (Bombay & '¥'ew Delhi, 1971）が8大放

ょがアカリ・ダーノ， BKD,［）九1Kの3.！也方政支

,'1~ 挙綱領の全文を収iJ Iて＇・ .,: 0 

C lミ4〕 スーラト 1憶に J 八、て：； Times of I舟dia1 

月12Ll付れよぴ 2fl 21 [J付によるο

(il 5〕 Times of India, Feb. 20による。

Clヒ6) Statesman, Jan. 26の S. Nihal Singh 

のぬ文も「三つの主張な陣常」のmmを指概している。

(/t:7〕 Timesof India, Jan. 25.つSurindarSuri 

1111'文に二こる。

( .. I: 8) Times of India, Jan. 26. 

( .I: 9) Times of India, Dec. 12の DilipMu-

kerjee Y入；.；.文による。 (,: 三之 ιJφい二ハリジャン伊

し＞BKDかちの/!ill反そもね梢し lい心。

0110) この以後の液w：であるパーノレガート（Pal-

ghat）に；Jl',、ては CP乱fのJli笥幹部J)1 人である A•K•

ゴーパーランにたいし与党会議派側の共同戦線と「大

巡行」とが協力して 1人の無所鴎候祈を支持した。

Ti汁iesof India, May 'l , ・ fノンコ

( ,Jll) Times of India, Jan. 2'i. 

(; 12) この選挙区にはノ十！CPU"f も立候補者か

卜〉）たが，後に辞退し九！日 2人;1<;. ｝わらそいとなう

7 今 RSPを例外と L：－仁Pl¥!;.1外、； iべての政党ヵ；

ムカージーを支持した。ベンガノレ会議派は同区内にそ

の組織をもたないためにムカージーの選挙戦は与党会

議派，野党会活派， CPIにたよりながら行なわれた。

また，問ベ γ ガノレに木J処を千Iずる党派であるナグサラ

イト派は従来選挙ポイコ J、キ上びぅ、けるものとみら

1 lごいたが，このパ－ ; ι. ＇・んど hくつかの選挙 野

小 ・tn、てCPM反対えいl fこf;I・ o Times of India, 

I、e1,. 12, Hindusta河：ri111eム Feh. l :¥ Statesma珂，

Fel〕 25による。

（注13) Times of India, Jan. 17. 

E 選挙結果

選挙結果の概要は第 1表，第 2淡のとおりであ

る これは主としてーア国政立であ ζ〉えつの政党に

ついてのものである。「店;Tr~ Iとして一括されてい

20 

るのは多くの地方的な政党をさしているが， その

53名の当選者のおもなものは， DMKが 23名，

TPSが10名，ケララ会議派が 3名， RSPが 3名

などであるG 同じ諸派のなかでも，パンジャーブ

小IIu＞有力政党であるアカリ・ダーノレ， ウッタル・

ブ！ラデシリH丙部を主たる基盤とする BKD，西ベ

シガノLで有力なベンガノレ会議派はそれぞれの州で

l名づつを当選させたにとどまった。 BKDのチ

ャラン・シン党首はムザッフアノレナガル（Muzaffar-

nagar）溜挙区で落選している。

'.'..i'l l表にみるように与党会議派は 350議席をえ

f二c得票率はおよそ 44%である。これまでの 4回

山総選挙における会議派の獲得議席数と得票率

札；＞2｛「－；こ：l64， 約45%, 57年に；371，約48%, 62 

年に358，約45%,67年に279，約41%Cいずれも分

裂以前〕であるから，今回の与党会議派の成績は会

議派のこれまでの最高水準には違しなかったにし

ても，ほぼその 52年から62年にかけてのレベルに

もどったといいうるのである。 67年の第4次総選

の後退と 69年の分裂とをふくむ 9-4三間はあた

かιι夜しなかったかのようであるc 今［iijの選挙

の第 1の眼目であった中央政治の安定の問題は，

第 1表下院議員選挙結果政党別概票

｜立候補当選者｜偶数i i前 回
政党名｜者間袈｜数 ｜（万票）｜得票率IJl翠
党会》議議派 442 3回 6305【 43.64

40.7 党会派 239 16 152S 10.56 
りタントラ 58 8 4必 3.08 8.68 
γン・サン 154 22 1080 7.48 9.41 

s p 93 3 351 2.43 4.92 

s p 63 2 141 0.98 3.06 
p 86 23 705 4.89 5.19 
p M 86 25 718 

派 445 53 1970 13.54 10.10 
所 属 1118 13 1203 8.33 13. 70 

地
柑
無

合計 I 2784 i 515 I 14446 1100.00 1100.00 
「大逮合」所 l"A. I 川 1 I I 

属4党小計｜〓〓 叩 I3400 I 23.55 I 一

（川 Timesof India, May 18にもとづく。議員

定数は 518名であるが，うち :J:i'，のi釘IH士延期さ
llてU、る。
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リ一連邦直轄領で 7議席の全部（同 l〕をそれぞこれによってひとまず解決されたといえる。

この与党会議派の進出ぶりを州J.}ljにみると， ケララのれしめるにいたゥた。タミノレ・ナー F',てず

I iこのべたような選挙協定にしたがっ

て，与党会議派はそれぞれ定員39名にたいして 9

名，および19名にたいして 7名を立候補させたが，

r,tij IH：アは，解散時におυてi司

州の27議席中の 11をしめていたにすぎないものが

27の全部をしめるにいたっている。

イソ＿，，.，，JIIがもっとも口iL九、

つづいて，パ

後者では l名をのぞく全日1)(j 有ではその全民が，ハ ＇｝ ヤナ

ーン外！で

ンジャーブで 13議席中のlO（解散時7), 

i討小Hでの同党の解散11寺の議席数はそが、l¥j廷した。ラーゾャース γ州で 9議席｛ド 7 （同6), 

れぞれゼロおよび lにすぎなかったからこれらはマハーラーシトラリ十｜で44議席23議席中14C同12),

いずれも大きな飛躍である CU1）。他方， グジャラウツタノレ・プラデシで回議席中 73中42（同31),

ードチHでも定H24にたいしてまだ半数にとどま－，

匁昔支持の 3から11へと大fまに議

このように与党会議派の議席数増

加は全国的な傾向であった。 との傾向にたいする

2 r 

ぐいるとはいえ，

席数がふえた。

lーノ、、ー

ル州で.53議！r'右中39（同24）、 1－リッサチIIで20長席中

15 C同4），アンドラ・プラデシ』で41議席中28（同24),

マッディア・プラデシ州で37議席中21C同19），デ

（同43）， γ 、ソサム州で1,1ぷlit＇；中 13（同υ），
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唯一の例外が西ベンガノレで、あって，同リ・Hの議席40

にたいし与党会議派は解散時と同ーの 13をえたの

みであるのに反し， 5議席を有するにすぎなかっ

た CPMは今回20を獲得した Cit2）。

これらは州または連邦直轄領単位でみた結果で

ある。デリー以外の大都市をみると， ボンベイ

（ザハーラーシトラ州〉では与党会議派が5議席を

ことごとくしめ，カルカッタ（商ベンガノレ州）では

3議席中与党会織派が 2,CPIが 1を，マドツー

ス（タミノレ・ナード州〉では DMKが2議席とも，

それぞれ獲科した。

全国政党のなかでは Iでふれたように CPIが与

党会議派とかなり密接な関係のもとで選挙にのぞ

んだ。同党の当選者は白tj固と同ーのお名である。

このうち， ケララおよひ、夕えノレ・ナ ドにおv、て

合日I・ 7名が与党公議派をふくむ迂挙協定に参加し

て当選してl、るほか，の一二りジ） l(i名のうん14ず！に

たL、しても Ij会党主議ぷはその選挙民i二おL‘てλず

からの候補者を立ててはu、心い。すt；わ-t,, CPI 

の、当選者中で l.j官会議M，刈民補千7を石市っ ζ 当選し

たのはコ名；こすfないといってよい ( i 3）。

PSPは前！日Iよりもかえり立候能者全すくなくし

て〉、るにもかかわら f大幅に議席数をへらしたり

与党会議；11zがその議席数を 50ラi》J;).._J：ふやしたの

に反して， 1党からなる「大連合ji主解散［！寺山野

党会議1W6.＇＞，スワタントヰ 3S，ジャ L ・ザン3'.l,

SSI》 17，合三十 150議席をそれぞれ 16‘8, 22, '.l, 

合計49誌席に激減し，「大連合」の企凶は完全に失

敗したの過半数の州で「大連合J：立 ・5.':く議席をえ

られなかった。 とくにジャン・サン以外の 3党の

後退が非常に目立っている。ジャン・サンもデリ

一連邦直轄領で定員7名中 6名をしめていたもの

を全部失うなどして， いまやその議員数の半数に

あたる 11名がマッディア・プラデシ選出となり，

22 

同党勢力におけるこの州の比董がたかまったとみ

られる。｜司州におけるジャン・サンの勢力は旧グ

ワリヨノレ（Gwalior）潜王家の勢力に依存する度合

ヤが大きく，グワリヨル選挙ほからは同党のA・

B・ヴァージバエ一党首が，またこれに隣接するや

はり旧同藩玉領内のビーンド（Bhind）選挙区から

は同藩王家の皇太后がジャン・サンの：鬼籍をもっ

て，それぞれ選出されてし、る。 ジャン・サン当選

背I}）分布：土このいかラージャースターン 4, ウジ’

1／ル・ブラテ、レノ 4, I二ノ、ール 2, ハザヤナ lで;ii_,

マ〉て，全員がヒンヂィ一語地域からである。

両会議派を比較してみると，野党会議派；土， ゲ

ジャ子ートの他社， ヒv、＿，レで 3名， ケミ／レ・寸

ードおよ♂ウ、ソタノレ・ずラデシでそれぞれ 1議席

をえたのみである。野党会議派の勢カはかくして

での16名lド11名を選出したグシャラートtこjr：倒的

tこかたよること l二なりラ また，この州全唯一の例

外として全国的にl材会議訴の勝負いついたといろ

ことができる》同時仁， グジャラート出身のモ弓

ルジー・ヂサイのlil］党内での地位がたかまること

が予想される Ut4）。

ころして与党会議訴は単独で圧がj的な議会勢力

となおことに成功したのだが， さきにのべたより

に分裂まえの会議派が 67年の選挙において議席数

と得票率をかなり減少させていたことからみて，

もしも 69年に分裂がおこなわれず会議派がひとつ

の統一体のままで今回の選挙にのそやんだとすれば

このような大きな成功をおさめることはできなか

ったであろう。いいかえれば， 69年の分裂が今回

の成功をもたらしたのであり，分裂あっての安定

確保の成功ということになるのである。

目を転じて CPMをみると，同党はその25議席

の80%にあたる 20を西べンガルからえている。同

州、｜での得票率は 34.55%におよび，与党会議派の
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28.:=i%をしのL、でいるQ け才Lども， 1,;J-J+Iとならぶ

白力な地盤であるよrラヲでは， 子：のうえ・：：・i土

2.'i. l＇，＇古で 1{立であり， この他iこI,ιz；ιぜんの7尽JiJ-i

属候補が ｛：；＇汁してかなり L九位票をえたと：：t1；、え．

与 党主 iti/1（などのi＇！！平協定，／） t二め 1'i/flciic'l9 f,,1) 

力、才ラ IJi ~ J J. lこかど r，合、＇＼ i望さ t_i:-t~ fこどと E 》： L、

るι このほカミ々ミル・ートードでも； jt'.:j長単比紙：l（／）たd..,

に 4／議席CT)I~部全失 J lた。（、PTと C:PMi土；j;J市数

および得票J誌の点でははぼ日企芯九、るにし、た

／んが司すでにのへたr1Rf11，わ ら（アiは，，i'Hし＇Ji宝＂＇ff,¥

果にザパ、ど与党会i&i！氏品、んかな事J（＇）主 J長をうけて

1 一？？一 L唱、古〉ど v、J 、L、、つ

ケ［1,jの選手に｜咋Lて（I, fT干のいだな社会出討の

乱11きに簡単にトれておこ「）C 主・r.,, 、；j,vJ,み：：ジ

7ス・ゴミ L L子 （,} ) 1dJきである心～ ノj＇ハ九円七

たる出trl也ぷ）プ／ヤ 7ートからはり名υ〉’た業家が

立候補した』 5・・.，そ山政党日！Jをみるごりjよ九JU!i~

i名， '.]if党ニ：JふiT氏lアI，スワケント子 l乞，ジ γン

・ザン 21/'1, :!Wt好）,'Ji,l .t，とな，Jてレゐ。 この九：か

では里子光会品 ii氏；ニ！え寸る 2名ヅ）なが、j;:/!iして v、

る。 -)J, （）＇れら C＞もうひとつの Lたる出身地で

あるラージヤ」スタールからは討：むの二i；支京／〉、立

候補した fI 6 •ο 内訳をみると与党会hふ派 l 名、 よ

Iプゲントラ 1｛；、 Jγ ン・サンゴ名， BKI) I名

で， スワタ々トラ山、7；候補一斉には：二、レラ財閥の

K ・K ・ヒルヲもふくまjLてνる〉 、＇ji立しfこ(I）（土

11-Yt会議派；， 3よびヰャ〉・サンの各 l名てよっ｝た

このほか， 断片的／；..がら；宇池山北山をみると， < 

ソティァ.・／ ラデ〆ではおよ］；ぷのひとつである［イ

ン~－＂ { fン・ 1二ケ？， 7－レス」計よれr;・i」ム十 ト

・1エン －f;;) '. ~〆 l’ L ・サ J から、＇d:il L , ボンヘイ

では無所成で立ったザケ，~＇Jの N·H· ザヤか，

マハーラー／トラでは玄名な実主家内iく.".¥I. ,-

シγージ〔¥l'f党会議派）がパ、ずれも佐遣し亡レる。

1ニジネス・コミュ二ティはこのように与党会議派

と「大連；＇， Jの双方7J'（－， そのメンバーを直接立候

MIさせた。そして， i大連合j（／）全般的な敗北の

ふかごと二からの交候補者の多くもj長選し、 それ

に！守口氏した各政党いピシネ ζ のスボーケスマンと

しcu川古川をほと／ノとはfこしえ必く Ii. ,f-ことみら

J 1, え：， υ

これにたいする労働界の動きをみると， 従来会

け：＼＇.VRを支持してきた INTUCCインドIJiJ長労働組合

え汝）の内部に会議派の分裂にともれづて与党会

議派を支持する派と野党会議派を支持す『る派とが

!,l UL, j豆半における与党会議派と CPIの協力に

対応して11iIt干の派以、PIの影響がつよL，、 ATTUC

（全イン i、労働組合会議）の協力t，み「〉れる上うに

/.(.' fニ＇＇17 : .. CPIの当選存中には与党会議派の支

持のもとに"ji：塁した An、llCの指i/'予言もふくまれ

てし、ふ。 PSPおよ J'.SSPカミらのit」室 /ctのな泊、iこ

は後吉山己記長ジ γ ージ・ブヱルナンラスをはじ

め芸名な労働j室長tJ指導者がふくまれている 3 労働

運:fi)JJ）長〆友金政治山分野において代弁するに際し

ご山 PSP, SSP i付＇i/ttJ＞役;t;・1H土今後低下するもの

と忠われる。そのヅf, CP'.¥1の影響力の－ ）上し、

CITl’（インド労働長且C，センター）は丙ムヘンガノレ在

中心に努力をのばしている。 1，前十！の組織労働者の

内，（！｛はじITUが52Ji2000人にたいし｛illの主主l守1：立

わる INTUCラ AITUC, HMS （インド労働者

協会）， UTUC （統ー労働組i今会議）の合計Aが 57万

ゴ｛）（）（｝人とほぼ伯仲しているが，， s >, I口H+Iでの CPM

のifu/IHt二のことど関係が深いであろう。

つぎに民民！蛍をみよう。従来インドの先進的虫

業i也市にかぞえられて、きた諸地方のう%で， rfi {;ii 

ゲジ γ ラートl也かはかつての会議派の｜孟頭、サルヲ

ール・パテル山地盤であったが，今恒！のi主主手にむし、

てもこのパテPしの流れをくむ野党会議派はたがヤ

23 
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♂｝有権行n50''i,JJ I・を Lめらシーヶ，：＞三・：rt分散し
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てl、る υ こhJJみからi.t 5'.'H（：ジリ出；山；1Jn.JL'i1 iJ•,1 

円 ft;i；ニ／川、て山下1111ir；上 I'Lえ／九、L、）他)J!,,Jじハ

ン〆「ーノ l'J;l；ー〆）＇ ,:, f -1, 11 ［がlnarpur)itFi" 

l く－~；：士、 llは Li :i三1 l 1, u) i宇lf11¥UJ、ヴ ヘi・仁ンド

ゥ－ 8 ;J ~HJ（）（）人、 ，＇i ；） γ ー’レ 4 7）人，ハ IJdγ ン

J 4 !] :'i()( JI)人、 ιャート・ンーク民 jj7000人，ハ I)

ジγ ＞：＞J＞、ーク 6万人力‘らj戎っており： 10;, j話，p

出；fI土台‘ガ＇Jj支j;｛；むJJ了：＇.にたいし iJ;dミ；；UJ1¥k1よJl7万

'Ji, f カ I}i })$;¥ （以上十ずれもシーヶ教徒〉ジャン・

斗ン 4J)'J,'i, －と（／ノ（也であ －，tこ。ジ γ ン・ I）ン（／）i（；三：

::t主とし亡ケースト・ヒンドゥー（ Jニ忌議力一スト

のヒンドゥー〕カミムえられたとみるのJγ：去、＇1である

から， このJ也）；co［；，；立を代ょするも ，｝ ）とみられる

Jヤート.＞ークのよ択はおそ （－》く γ 』J リにぎと守 lし

たのでi士ぷく IF';L とf 力 I）と；二う｝-',1;,Jさhた

土台えることができるであんう勺

，＇；ソタ＇し・プ。ラポヰにおける BK D if> 1号疋4斗二I

山、お不明であるが， lr.iげt:f土多数；，Jli~ネ｛人で候出者
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を｛tてたにもかかわらずアリーガル（Aligarh）選

不iズでのみ当i韮占’を出したにすぎない。同党の地

位といわれる西部ウツタノk.プラデシから選挙K

J との資料のえんれるハつ。＿，レ（Hapur), マトウ

・-・J (:¥-fathura）、 メーラト（Meerut), ムザ、ソファ

!l・十ゲルの 41乏についてみてみ上う心 l!JC この 4

Kおよびアリーガル区はいずjLヰ〉同十Hのほぼ西

J沿に｛立Eしている。まずハプールにおいては，

有協者数58万人、有効投票数；）／万票にたいして

ハリジャンに属する与党会議派候補が2:3Ji烹，

BK［）候補が12万葉をえた。有権者の構成はブラ

ーミン；i万人，ウ、ァイシャ ：17）人， ラージイート

o )}50（的人，ジャ」ト 6]j人，テャーギ－ 5万5000

人、グジャール ・1)i入、 ハリジャン 8万5000人，

111］教徒 7})5000人などであ－；，た。マトウ←ラでは，

作権昔話万人， 7白ー効投票加万葉のうら与党会議V氏

｛氏hilCタークール）11万票， BKυ｛民補（ジャートj

り））Ji'. I 日与党会議派候補l（ブラーミン） 4万票とな

った。釘権賓の内訳はブラーミン1377人， ジャー

ト8万人，タークール 7万人， ハリジャン10万人

伝どであった。メーラトでは54万人の有権者のう

わ， 13万fl（）（）（）人がrwJ教徒であり，ヒンドゥーはジャ

ート G万人， グジャー／レ7万5000人，ブラーミン

:1万人， ラージプート 3万5000人，ヴァィシャ 3

万人などであった。結果は，有効投票数35万票の

うム与党会議派（凶教徒） 18万票，野党会議派（ブ

ラーミン） 10万票， BKDCグジャーJレ） 4万票など

であ.）た。長後にムザッブアノレナガノレでは， 有権

/15,J万人中 7万人がジャートであるが，有効投票

数：l8万烹にたいし CPI候補者（ラージプート）が

20万票， BKD候補者（ジャート）が15万票をえて

いる。 三れら 41,-z 1こっL、てのこのような資料から

はこの地j正における富農層とみられるジャートな

どのグループの投票行動についてト分判断をくだ
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；二三主 ·~t;[:IJ民各階惜の期待と虫色jくをはは -1＇｛；斗 」円

ザ ），／，た，，，＼にJi,,Iても Ut可ベシゲノレとケヲ弓全長、安h似j

外としてJ下’L一山時代にもど似たと －／，じL、えるぴ）

ヲーレ マ

ー了 ii）心心

r 1 ~｛；.ム l ' 

ルは（3乙i ， 1,-1;'fi~ ァ手と lei］時トこか主1J 主れた；l,J,ll ぞの

小｜｛議会選挙，n結栄にふれよう c ヲミ 11, ・ナー Iiて

il，議席JiC-l4にたいし lJl¥lKがHUを：：c!",,I• ;J克；をL(i

心とする「j［渉戦主~u 山議席｛i',H ；土 209iこ；主し／こ ι こ

の結果｜；干iiiては67年以来／〉〆JL、てざた DMKHI政

府ゾ） J也 ｛｛1／• 女＇，ti； 通子7』される。 3 )J 1511 i二， tiふj党

) !;i'}iしい内閣が成立した。 オリッ」トJHでは議席数

J,j(J；こfニL、し， 与党会議派出、スけタントア；l(j，地

)j政党の ＇！ トカル会議派32の；i覚口、立状態/J二11¥ 

現しに：、スワタレノ卜弓は前回（67年）のJ2i＇］＂＇ーにおい

ては49議／，~，；をえて第 1 党となり， 人民会議派と連

立小1,1政府立：私t,'r_したか、 今川は l'院選挙における

とい］じく後j,Uしご Jjム党会議派にとお i覚の地位全レ1,

人民会議派は今戸iの選挙の直前に分裂し

て一部は与党会議派に合流し， 独立の政党として

，主B みーとど主 、た他cl) ...部はわずか 1ぷ｝おにおも

fこ。 ウトカル会議派も選挙度前に与党会議派から

分れた派である。 i百HMにたいする大統領統治をさ

（，に延長することが；t凡三：H:Iに決定されたが，同！十！

びリ支怖は依然浪速全つづけるものと予想される J

Uれども今位＇ Iの選挙におし、て111藩王領主た丸山影

'/1.y.)) 1/l f )¥ iごはJiEPJ］えされたωである t; I 12；【 1/ff / ＇－ン力、

A JH では I；院選の結果あらわれた与党会議VI~ と C

PMへのi両極化が再現されたc すなわわ， CPl'vl 

i上三州議席（うち：-i，議席への選挙は延期されている）の

うちl11 をえて第 l{立をしめ， ｜日'1:立を中心とする

［統 ん4号聖戦線J:1台；;1-i却をも汁ようになった。

'.;fl 2 j立の与党会議派は 1（むをえたc

はそれぞれKO，：討にすぎ7（かぺfこ。

解散II寺に両党

反対に、解散

flをにそれそれ：G, :m, 21, LHと｛扶持し亡いたベン

ガル会議派，（、：Pl, ブ寸ーワード・ブ口、ソケ， 日！？

党会l議派はそれぞれ，；J,I:l, :1, 2，：こ議席を減少

主せた。現｛正（ 3J],k）の模様ではベンカ、ル会議

t1¥vl I>  Eイ・ム力ージ一党首t・I 13）を首相とし 1-j

立会J会派， CPIなどが入出または閣外協力する州

宏之l(fが形成されることが予想さ jLるが， このよう

な政府は「統左翼戦線j を相手にまわすことに

なるために両外iでの与党会議主iU:,rCPMを軸とす

る政治的対立は激化の方向に向うであろう。 今回

の選手の第之の眼目であった凶ベンガ、ノレ州政治0)

安定の問題は解決されなかった。

(!i♂ 1) タiノレ・？ー F外i0)39議 ！，＼＇； il）内訳は， DM  

K23，ケ党s~ ；注｛｝氏 9' （二PI4, 回教徒連盟とブォ ワ

ド・プロソク会 1. 以上ゴ）「進歩戦絞jの｛；－,ii38, 

,,, .I、｛）、野党：~，，長派 1である。 「進歩戦線jは全選挙［メ

’•·fr忌銭 ι を： 'r 亡 f二 2 DMK候補，fi1名が野党会長宗派

) ) i干名なm勾民であるカ－.－ 7 ジ山ために落選したジ）

みじあ〆＇t二cケラヲ舛｜グ，19ふm；－山内訳は与党三て＂＇主派 6,

ケララ余，誠（！長と C:PIf'r 3, H教徒連盟と RSP各2,

H i【つよ允 P 勢）Jの台計16, こjl L’たL、し CPM2, C 

P:'v1 JJ 支持する責任 F~tt& lとある。統一勢力似iでは与党

三，；主派候長ii,PSP 候補；， j;tu無所属候補各 1名士吉年

Zラ



Ⅲ　今後の展望
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議派の進歩性を高く評価してきたが，選挙におい

て与党会議派内の保守的勢力もまたインディラ・

ガンデ、ィーの人気を利用して勢力をのばしたとみ

ているようであるCII2 l。同党の与党会議派にたい

する評価が従来とは変化をみせるようになれば同

党と CPMの関係にも変化が起こりうるであろ

う。さしあたり商ベンガルにおける州政府の問題

がその焦点になると思われるc

与党会議派の大勝は今回州議会選挙を行なわな

かった諸外｜の政治状況にたいしてもつよい影響を

およぼしている。 とくに野党会議派が小H政府を掌

握しているマイソールでは，州政府交代の可能性

が生じている。

インディラ・ガンディーは 3月18日にその第3

次内閣の名簿を発表した。それはさきのピッグ・

ファイヴをはじめとする 13名の閣内大臣， 15名の

国務大臣， 8名の訪lj大臣の計 36名から／JX，てい

る。閣僚中の数名は君、進的な傾向をもっと L、われ

ている（；i 3）。 この内閣はインドの、主面する諸問題

にいかに立ら向かうであろうか。

Hにのべたところから，ビジネス・コミュニティ

の要望と期待はほとんど一手に与党会議派に集中

するであろう Q 同時に，労働界の期待も CITU 

をのぞけば一一多分に与党会議派にあつまるも

のとみられる。 さらに農民のさまさまな階層もま

た与党会議派につよい期待をよせるものと思われ

る。このように諸階層の期待を 河ベンガルと

あるいはケララをものぞu、て一一一一身にあつめる

形となった与党会議派は， その聞の矛盾の調整に

苦慮するであろう。

中心の問題は農業の分野に見かだされる。イン

ドは農業国でありながらいまだ食糧問題，工業用

原料の問題，工業製品のための農村市場拡大の問

題などを解決しえてはいない。けれどもこの数年

来「グリーン・レボyレーション」 として一括され

るような技術革新がパンジャーブチトほ中心として

すすめられており，その過程で小麦などの食糧生

産が滑大し，農業用生産財や化学肥料の需要もJ急

速にのびているい4〕。 この過程がこれまである程

度なされてきた土地改革とどの程度の関連を有す

るかについては意見の相違がみられる引日。けれ

ども， もしもこの過程が順調にすすみ，事情すべ

てが好都合なら， インドの経済開発は当面スムー

スにすすむことになるであろう。与党会議派はそ

の繍領からも理解しうるようにこの方向をすすめ

ようとしている。 しかしながら「グリーン・レボ

ルーションjの進行にあたっては幾多の障害が予

想される。その成否は農業用生産財や化学肥料な

どの供給如何に， したがって農業信用の供与如向

に依存する所が大きいのであるが， 1昨年の主要

民間銀行の固有化の実施にもかかわらずこれらの

銀行は「グリーン・レボルーション」の進展に必

要な信用監のわずか一部分しか融資しえないと見

積られているUi6）。 これらの主要銀行はもともと

有力な財閥の一群と密接な関連をもっており，固

有化後もこのつながりはたたれていない。与党会

議派はその農業政策推進の必要上はたしてそれを

いまやほとんど唯一の政治的代弁者とするにいた

ったビジネス・コミュニティとあえて衝突してま

で主要銀行の融資政策をかえようとするであろう

か。 しかも問題はこれのみではない。農業の諸問

題を解決する方向として農民のまえに提示されて

いるものにはこのように技術革新を重視する方向

のほかに制度上のラディカノレな変革を重視する方

向がある。 これは今回の選挙においてケララおよ

びとくに西ベンガノレにおいてはっきりあらわれて

いる。前者をパンジャーブ的な方向とすれば後者

は商ベンガ／レ的な方向とみることができる。現在
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